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文 の 内 容 の 要 旨

本論文は､リョウプ､キュウリ､トマトおよびニンジンを用いてアーバスキュラー菌根菌の菌糸

形態および宿主選択性について調べたものである｡

Ck助川毎rふ加grγ血の菌根タイプ

今回供試植物として用いたリョウプ(C.ねrあ加erγね)はツツジ目に属する落葉小高木である｡

ツツジ目に属す植物の多くはエリコイド菌根を形成するのに対し､C.∂αr∂加erγねはアーバスキ

ュラー菌根(AM)を形成することを明らかにした｡系統的にツツジ目の中で初期に分化したと

考えられるリョウプがAMを形成するという知見は､エリコイド､モノトロポイド､アービュトイド菌根

および外生菌根がAMから派生したという仮説を裏付けるものとなった｡

C由助川如rふ加g′γ血､C〟C〟椚お∫〃Jiγ〟椚､句′C呼gⅣわ〃〝g∫ぐ〟ね〝J〟川におけるアーバスキュラー

菌根菌の菌糸形態

供試土壌を用いてC.∂αr∂加grγ由､キュウリ(C∫αJル〟桝)およびトマト(ムeぶC〝Je〝抽椚)を栽培

し､形成されるAM菌の菌糸形態と感染するAM菌を調べた｡顕微鏡下における各形態の観

察とAM菌の科に特異的なプライマーを用いてPCRによるAM菌の検出を行った｡その結果､

C.あαr加わer血においてはタαr由一typ¢のみが観察されたのに対し､C.∫αか〟椚およびム



e∫C〟Je肋椚においては同一根内でさえdr〝椚と加ゎの両タイプが観察された｡dr抑卜typeが

優占するC･Sativumから抽出したDNAからはGIomaceaeが強く検出された｡それに対して､

Paris-tyPeが優占するC･barbinervisとL.escuZentumから抽出したDNAからはGl｡maCeae

は僅かしか検出されなかった｡一方､Gigasporaceaeはどの根からも検出され､

AcaulosporaceaeはC･barbinervisからのみ検出された｡一般にGlomaceaetまArum-tyPeを､

Acau]osporaceaeとGigasporaceaeはParis-tyPeを形成する｡以上のことから､宿主により感染

するAM菌が異なるものの､宿主には大きく分けて①宿主が菌糸形態を決定するタイプ､およ

び②AM菌自体の性質が反映されるタイプ､の2?のタイプが存在することが明らかとなった｡

CkJかα如r抽grγれC〟C〟椚ね∫〃血〟椚､勾肌卿肌鹿鋸=駅〟ね〝細川におけるアーバスキュラー

菌根菌の宿主選択性

リョウプ､キュウリおよびトマトを異なる6つの植生から採取した土壌で栽培したときのAM菌宿

主選択性について上述と同様の手法を用いて調べた｡､その結果､同一の植物種から検出され

るAM菌の多様性は栽培した土壌によって異なっていた｡同一の土壌で栽培した場合､植物

種によって検出されるAM菌の科は異なった｡Glomaceaeはすべての土壌と植物の組合せか

ら高い頻度で検出された｡リョウブとトマトからはすべてのAM菌に属する科が検出されたのに

対し､キュウリからはArchaeosporaceae､ParaglomaceaeとGlomaceaeしか検出されなかったこ

とから､キュウリはリョウプやトマトに比べ､AM菌との間に強い選択性を示すことが明らかとなっ

た｡

アーバスキュラー菌根菌の宿主選択性にかかわる宿主要因

次に､宿主選択性に関わる要因を明らかにするため､以下の試験を行った｡

1)AM菌に感染したリョウブまたはキュウリをspreaderとして､また､reCeiverとしてリョウプま

たはキュリを単植したときと､リョウブとヰユウリを混植したときの､reC｡ive,におけるAM菌

の感染をrootcompartmentsystemを用いて調べた｡リョウブをAM菌のspreaderとして

用いた場合､reCeiverであるリョウブにおけるAM菌の感染率はリョウプを単植した場合に

高かった(45%)のに対し､同条件でリョウプとキュウリの両者をreceiverとして混植した場

合､あるいはspreaderとしてキュウリを用いた場合では､リョウブへのAM菌の感染率は低

くなった(11～14%)｡キュウリそspreaderとして用いた場合､reCeiverであるキュウリにおけ

るAM菌の感染はキュウリを単植した場合に高かった(`9%)｡これらの結果は､同一の､

植物を通してAM菌の感染が起こった場合､AM菌の感染率が高くなることを示しており､

混植した場合には､AM菌の感染率は低下することを明らかにした｡このことは､近隣の

植物種もAM菌の感染に影響を及ぼすことを示唆している｡さらに､reCeiverからのAM

菌のPCR検出を行ったところ､上述の傾向と同様の宿主選択性を確認した｡すなわち､

Acaulosporaceaeに属するAM菌はリョウブに対して強い宿主選択性を示し､Glomaceae

に属するAM菌間はキュウリに対して選択性を示した｡Archaeosporaceaeおよび

Paraglomacea¢はキュウリに強い選択性を示すが､リョウプには選択性を示さないことが

明らかとなった｡
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.2)さらに､植物根からの浸出液がAM菌の感染に及ぼす影響を調べた｡キュウリとニンジン
から採取した根浸出物をAM菌を含む土壌で栽培したキュウリとニンジンに処理した結

束､異なる植物根から採取した準出物を処理した植物においてAM菌の感染が抑制さ

れた｡また､Glomacea¢とAcaulosporac¢aeに属するAM菌の検出頻度はキュウリとニン

ジンにおいてそれぞれ減少した｡

以上の結果から､植物根の浸出熟まAM菌の宿主選択性に密接に関わっていることを明ら

かにした｡

審 査 結 果 の 要 旨

本論文は､リョウブ､キュウリ､トマトおよびニンジンを用いてアーバスキュラー菌根菌の菌糸形態
および宿主選択性について調べたものである｡

今回供試植物として用いたリョウプはツツジ目に属する落葉小高木である｡ツツジ目に属す植物

の多くはエリコイド菌根を形成するのに対し､リョウプはアーバスキュラー菌根(AM)を形成すること
を明らかにした｡系統的にツツジ目の中で初期に分化したと考えられるリョウプがAMを形成すると

いう知見は､エリコイド､モノトロポイド､アービュトイド菌根および外生菌根がAMから派生したとい
う仮説を裏付けるものとなった｡

供試土壌を用いて､リョウプ､キュウリおよびトマトを栽培し､形成されるAM菌の菌糸形態と感染

するAM菌を調べた｡顕微鏡下における各形態の観察とAM菌の科に特異的なプライマーを用い
{pcRによるAM菌の検出を行った｡その結果､リョウプにおいては肋由一帥eのみが観察された

のに対し､キュウリおよびトマトにおいては同一根内でさえA用椚と拗ねの両タイプが観察された｡

AⅧ椚一明)eが優占するキュウリから抽出したDNAからはGlomaceaeが強く検出された｡それに対し

て､劫頭巾peが優占するリョウプとトマトから抽出したmAからはGlomaceaeは僅かしか検出され
なかった｡一方､Gigasporaceaeはどの根からも検出され､AcaulosporaceaeはCbarbb7eTVねから

のみ検出された｡一般にGlomaceaeはArum-typeを､AcaulosporaceaeとGigasporaceaeは

加憩eを形成する｡以上のことから､宿主により感染するAM菌が異なるものの､宿主には大き

く分けて①宿主が菌糸形態を決定するタイプ､および②AM菌自体の性質が反映されるタイプ､

の2つのタイプが存在することが明らかとなった｡
リョウブ､キュウリおよびトマトを異なる6つの植生から採取した土壌で栽培したときのAM菌宿主

選択性について上述と同様の手法を用いて調べた｡その結果､同一の植物種から検出されるAM

菌の多様性は栽培した土壌によって異なっていた｡同一の土壌で栽培した場合､植物種によって

検出されるAM菌の科は異なった｡Glomaceaeはすべての土壌と植物の組合せから高い頻度で

検出された｡リョウプとトマトからはすべてのAM菌に属する科が検出されたのに対し､キュウリから

はArchaeosporaceae､Par?glomaceaeとGlomaceaeしか検出されなかったことから､キュウリはリョウ
プやトマトに比べ､AM菌との間に強い選択性を示すことが明らかとなった｡

次に､宿主選択性に関わる要因を明らかにするため､以下の試験を行った｡

1)AM菌に感染したリョウプまたはキュウリをspreaderとして､また､reCeiverとしてリョウプまたは
キュリを単植したときと､リョウプとキュウリを混植したときの､reCeiverにおけるAM菌の感染

をrootcompartmentsystemを用いて調べた｡リョウブをAM菌のspreaderとして用いた場
合､reCeiverであるリョウブにおけるAM菌の感染率はリョウプを単植した場合に高かった

(45%)のに対し､同条件でリョウプとキュウリの両者をreceiverとして混植した場合､あるいは

Spreaderとしてキュウリを用いた場合では､リョウプへのAM菌の感染率は低くなった
(1l-14%)｡キュウリをspreaderとして用いた場合､reCeiverであるキュウリにおけるAM菌の

感染はキュウリを単植した場合に高かった(69%)｡これらの結果は､同一の植物を通して

AM菌の感染が起こった場合､AM菌の感染率が高くなることを示しており､混模した場合
には､AM菌の感染率は低下することを明らかにした｡このことは､近隣の植物種もAM菌



の感染に影響を及ぼすことを示唆している｡さらに､reCeiverからのAM菌のPCR検出を行

ったところ､上述の傾向と同様の宿主選択性を確罷した｡すなわち､AcauIosporaceaeに属
するAM菌はリョウプに対して強い宿主選択畦を示し､Glomaceaeに属するAM菌間はキュ
ウリに対して選択性を示した｡ArchaeosporaceaeおよびParag)omaceaeはキュウリに強い選

択性を示すが､リョウプには選択性を示さないことが明らかとなった｡

2)植物根からの浸出液がAM菌の感染に及ぼす影響を調べた｡キュウリとニンジンから採取
した根浸出物をAM菌を含む土壌で栽培したキュウリとニンジンに処理した結果､異なる植
物根から採取した浸出物を処理した植物においてAM菌の感染が抑制された｡また､

GlomaceaeとAcaulosporaceaeに属するAM菌の検出頻度はキュウリとニンジンにおいてそ

れぞれ減少した｡

l)､2)から､植物根の浸出液はAM菌の宿主選択性に密接に関わっていることを明らかにした｡

以上について､審査委負全員一敦で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文

として十分価値のあるものと認めた｡
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